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苫小牧市立中央図書館

【開館時間】9:30～20:00

【 休館日】毎週月曜日（祝祭日は開館）

月末金曜日・年末年始

〒053-0011 北海道苫小牧市末広町3丁目1番15号

連絡先 ℡ 0144‐35-0511 Fax 0144‐35-0519

✉E-Mail：info@tomakomai-lib.jp

ホームページ：https://www.tomakomai-lib.jp

苫小牧市立中央図書館X（旧Twitter）

⇓
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リトマスで紹介した本以外にもたくさんの本があります！

所蔵している本のお問合せはスタッフまで！

また下記ホームページから検索が可能です。

フォローしてね
っ

！

苫小牧市立中央図書館 YA図書館交流事業

『図書館同盟 2期生 メンバー募集』 リ
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「1日司書」で作ったPOPをご紹介！

皆さんもPOPを作ってみませんか？

詳細は中央図書館へ(✿╹◡╹)ﾉ



 

（TRCMARCより引用）

『エチュード春一番 第1曲』

荻原 規子/著 講談社/出版 2016.1/発行 BF オ 1

大学生になる春、美綾の家に迷い込んできた子犬が「わし

は八百万の神だ」と名乗る。はじめてのひとり暮らし、ロッ

カーでの盗難事件など、波乱続きの新生活。美綾は超現実主

義の神様と嚙み合わない会話をしながら自立していく!

動物たちとの意思疎通★
ドリトル先生のように動物の言葉がわかったら、この子とどんなお話をしよう？

あの子は何を考えているの？モフモフと仲良くしたい！夢あふれる動物たちとの

意思疎通をテーマに動物と縁のある本をご紹介しますヾ(≧ー≦)人(≧▽≦)ﾉ

『タマの猫又相談所』

天野 頌子/著 ポプラ社/出版 2013.3/発行 BF ア

理生の飼い猫タマは、じつは長生きして妖怪化した猫又。

流されるままに花道部に入部し、因縁のライバル茶道部との

激しい部室争奪戦に巻き込まれてしまった泣き虫の理生を、

タマが陰から賢くサポートして…。短編も収録。

『ドリトル先生航海記』

ヒュー・ロフティング/著，福岡 伸一/訳

新潮社/出版 2014.3/発行 933 ロ

誰もが一度は出会うべきキュートで公平な

大人、ドリトル先生の大航海が再び

始まる! 「ドリトル先生に出会う、

スタビンズ少年になりたかった」

という生物学者・福岡伸一に

よる新訳。

『うさことば辞典』

森山 標子/絵，グラフィック社編集部/編

グラフィック社/出版 2021.6/発行 645.8 ウ

モフ充、玉兎、うさぎの笑い…。家の中でうさぎと共に

暮らす現代のうさ飼いさんの「うさことば」から、野山を

駆ける美しい野生動物としてうさぎを見ていた昔の人々の

ことばまで、うさぎにまつわる、かわいいことばを収録。

『イートン校の2羽のフクロウ』

ジョナサン・フランクリン/著，清水 玲奈/訳

エクスナレッジ/出版 2017.3/発行 936 フ

動物好きの少年ジョナサンはひょんなことから2羽のフク

ロウを保護し、イートン校の寄宿舎でともに生活をはじめ

る。フクロウたちは学校の人気者になっていき…。1960年

の出版以来、英国民に愛され続けるノンフィクション。

『動物園でもふもふお世話中!』

きっか/著 KADOKAWA/出版 2016.5/発行 480.7 ト

モルモットの大パニックを鎮めたり、日本最高齢のアジ

アゾウ・はな子のおやつを考えたり…。動物たちのお世話

に追われる日々はてんやわんやの大忙し! 東京・吉祥寺の

動物園を舞台に新人飼育員の成長を描くコミックエッセイ。

『ふわふわポメのぽぽち』

ぽこ/著 KADOKAWA/出版 2022.9/発行 645.6 フ

ふわふわで可愛くて癒やされる! 自由気ままな

ポメラニアン・ぽぽちと、ぽこさん一家がおくる、

ほっこり笑える日常を描いたコミックエッセイ。

描きおろし30ページ以上&秘蔵写真も多数収録。

全編ふりがな付き。
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